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写
真
　
鬼
火
焚
き
（
新
橋
地
区
鬼
火
焚
き
実
行
委
員
会
）

ささえあいささえあい

・サロン運営ボランティアを募集します。（P.5）
・子育てサロンを開催しました！（P.7）
・介護者の寄り合いどころが出来ました！（P.7）

老
え
ど
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お

心
青
春
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し
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ご
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よ
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志
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葉
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ん
ま

志
布
志
町
　
内
山
　
幸
夫



　

新
春
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様
に
謹
ん
で

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
対

し
温
か
い
ご
理
解
を
賜
り
、
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
対
し
役
職
員
一
同
、
心
か
ら
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
お
か
れ
て
い
る
状

況
や
世
界
経
済
は
、
依
然
低
迷
し
急
激

な
円
高
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
な
ど
先
行
き
不

透
明
な
生
活
環
境
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

一
方
、
昨
年
の
未
曾
有
の
東
日
本
大
震

災
を
始
め
集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害
や
活

火
山
の
噴
火
な
ど
自
然
災
害
が
多
発
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お
い
て
は

地
域
の
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
住
民

へ
の
声
か
け
・
安
否
確
認
の
活
動
や
サ

ロ
ン
活
動
な
ど
公
的
サ
ー
ビ
ス
や
社
会

資
源
の
す
き
ま
を
補
う
地
域
住
民
主
体

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
を
核
と
し
た
災

害
時
の
支
援
体
制
の
確
立
と
災
害
は
忘

れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
こ
と
な
ど
か
ら

常
日
頃
か
ら
の
災
害
へ
の
備
え
な
ど
み

ん
な
で
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
そ
の
役
割
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
は
、
こ
れ
ら
日
頃

か
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
が
緊
急
時

支
援
の
基
盤
と
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
地
域
の
支

え
合
い
、
助
け
合
い
な
ど
福
祉
の
心
や

絆
が
確
実
に
芽
生
え
て
き
て
い
る
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

辰
年
の
竜
と
い
う
の
は
、
強
く
て
立

派
な
も
の
と
い
う
意
味
合
い
が
強
く
て

十
二
支
の
中
で
唯
一
実
在
し
な
い
架
空

上
の
生
き
物
で
神
の
使
い
と
し
て
あ
が

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
東
日
本
の
被
災
地
復
興

と
と
も
に
昇
竜
の
よ
う
に
日
本
経
済
も

活
性
化
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

平
成
二
十
四
年
が
皆
様
に
と
っ
て
し

あ
わ
せ
で
佳
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
こ
れ
か
ら

も
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
指
導
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

初
春
に
想
う

志
布
志
市

社
会
福
祉
協
議
会

 
会 
長竹井  

道
徳

　

平
成
23
年
度
志
布
志
市
金
婚
式
（
主

催:

志
布
志
市
社
協
、共
催:

志
布
志
市
）

が
昨
年
11
月
22
日
の
「
い
い
夫
婦
の
日
」

に
志
布
志
湾
大
黒
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
対
象
者
は
１
２
２
組
２
４
４

名
、
内
82
組
１
６
４
名
の
出
席
が
あ
り

ま
し
た
。

　

金
婚
者
を
代
表
し
て
松
山
町
か
ら
本

村
典
夫
・
ミ
チ
子
ご
夫
妻
、
志
布
志
町

か
ら
木
村
辰
美
・
ジ
ュ
ン
子
ご
夫
妻
、

有
明
町
か
ら
福
岡
徹
・
ミ
ツ
子
ご
夫
妻

が
記
念
品
を
受
け
取
ら
れ
ま
し
た
。

　

祝
儀
の
舞
で
は
、
籐
寿
会
の
方
々
が

華
麗
な
舞
を
、
そ
し
て
、
あ
ゆ
み
・
お

お
ぞ
ら
・
の
が
み
保
育
園
の
園
児
が
お

祝
い
の
和
太
鼓
演
奏
、
歌
等
を
披
露
し
、

出
席
者
の
方
も
一
緒
に
踊
る
な
ど
、
と

て
も
喜
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

次
は
、
60
年
目
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

式
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、
ご
夫
婦

共
に
お
元
気
で
過
ご
さ
れ
て
下
さ
い
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

絆
を

さ
ら
に
深
め
て

平
成
23
年
度  

志
布
志
市
金
婚
式

見ている側も笑顔になれます ( ＾д＾ )

元気いっぱい、長生きしてね！

※町別内訳
（122組 244名）
松山町�25 組 50名
志布志町

52 組 104名
有明町�45 組 90名
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⑴
志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

　

①�

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
８
年
以

上
そ
の
職
務
に
従
事
し
、
功
績
が
顕

著
で
あ
っ
て
、
現
に
在
職
し
て
い
る
者

　

・
野
尻　

ト
ミ
（
有
明
町
蓬
原
）

　

・
森
元　

早
苗
（
志
布
志
町
志
布
志
）

　

②�

社
会
福
祉
施
設
の
長
及
び
職
員
、
並
び

に
ホ
ー
ムヘ
ル
パ
ー
・
相
談
員
と
し
て
、
12

年
以
上
そ
の
職
務
に
従
事
し
、
功
績
が

顕
著
で
あ
っ
て
、
現
に
在
職
し
て
い
る
者

　

・
山
下
イ
チ
子
（
松
山
町
尾
野
見
）

　

・
隈
元　

純
子
（
松
山
町
泰
野
）

　

・
和
田　

世
子
（
松
山
町
泰
野
）

　

・
武
安　

孝
志
（
曽
於
市
大
隅
町
）

　

・
和
佐　

允
子
（
志
布
志
町
志
布
志
）

　

・
川
畑
サ
ツ
キ
（
志
布
志
町
内
之
倉
）

　

・
南　
　

月
美
（
志
布
志
町
安
楽
）

　

・
平
内
さ
と
み
（
志
布
志
町
帖
）

　

・
倉
橋　

久
幸
（
志
布
志
町
志
布
志
）

　

・
日
高
美
智
代
（
大
崎
町
菱
田
）

　

・
和
佐　

浩
伸
（
志
布
志
町
志
布
志
）

　

・
松
永　

拓
郎
（
曽
於
市
末
吉
町
）

　

・
小
迫　

千
里
（
志
布
志
町
安
楽
）

　

・
河
本　

明
子
（
志
布
志
町
志
布
志
）

　

・
深
江　

美
紀
（
志
布
志
町
志
布
志
）

　

③�

５
年
以
上
に
わ
た
り
、
ね
た
き
り

高
齢
者・重
度
心
身
障
が
い
者
（
児
）

等
を
献
身
的
に
介
護
し
て
い
る
者

　

・
北
原　

ヒ
サ
（
松
山
町
尾
野
見
）

　

・
有
村　
　

勉
（
有
明
町
伊
﨑
田
）

　

・
菅
田　

三
郎
（
有
明
町
伊
﨑
田
）

　

・
栗
迫　

ミ
ツ
（
有
明
町
伊
﨑
田
）

　

・
橋
口　

勝
志
（
有
明
町
野
井
倉
）

⑵
第
６
回
志
布
志
市
福
祉
作
文
・
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

【
福
祉
作
文
の
部
】

　

最
優
秀
賞

　

小
学
生
低
学
年
の
部

　
　

 

上
田　

真
慈
（
松
山
小　

１
年
）

　

小
学
生
高
学
年
の
部

　
　

 

八
重　

幸
成
（
有
明
小　

５
年
）

　

中
学
生
の
部

　
　

 

若
松　

佳
世（
志
布
志
中　

３
年
）

　

学
校
賞　
小
学
校
の
部　
松
山
小
学
校

　
　
　
　
　
中
学
校
の
部　
志
布
志
中
学
校

【
福
祉
絵
画
の
部
】

　

最
優
秀
賞

　

小
学
生
低
学
年
の
部

　
　

 

新
地　

和
真（
潤
ヶ
野
小　

１
年
）

　

小
学
生
高
学
年
の
部

　
　

 

肝
付　

樹
音（
志
布
志
小　

５
年
）

　

中
学
生
の
部

　
　

 

野
﨑　

愛
理（
伊
﨑
田
中　

３
年
）

　

学
校
賞　
小
学
校
の
部　
伊
﨑
田
小
学
校

　
　
　
　
　
中
学
校
の
部　
松
山
中
学
校

⑶
志
布
志
市
８
０
２
０
運
動
表
彰

　

・
船
場
ヤ
ス
子
（
志
布
志
町
帖
）

　

・
竹
之
内
サ
チ
子
（
志
布
志
町
志
布
志
）

　

・
山
角
マ
リ
子
（
志
布
志
町
帖
）

　

・
小
迫　

節
子
（
志
布
志
町
帖
）

　

・
長
野
ア
ツ
子
（
志
布
志
町
安
楽
）

　

・
松
崎　

泰
子
（
志
布
志
町
安
楽
）

　

・
田
中　
　

保
（
志
布
志
町
志
布
志
）

　

・
高
木　

麗
子
（
志
布
志
町
志
布
志
）

　

・
大
垣
テ
ル
子
（
志
布
志
町
志
布
志
）

　

・
吉
元　

美
智
（
志
布
志
町
志
布
志
）

　

・
谷
宮　
　

勝
（
志
布
志
町
安
楽
）

　

・
千
崎　

市
雄
（
志
布
志
町
田
之
浦
）

　

・
土
森　

信
夫
（
有
明
町
伊
﨑
田
）

　

・
川
野
ミ
チ
子
（
松
山
町
新
橋
）

　

・
山
元　

成
雄
（
有
明
町
野
井
倉
）

　

・
小
濱
佐
和
子
（
志
布
志
町
夏
井
）

⑷
志
布
志
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
愛
称
表
彰

　

・�

志
布
志
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
名

　
　
「
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
」

　
　

採
用
決
定
者

　
　

田
原　

梨
絵
（
志
布
志
町
安
楽
）

第６回 志布志市社会福祉大会を盛大に開催！
（平成２３年１２月３日（土） 志布志市文化会館にて）

　

昨
年
12
月
３
日
（
土
）、
志
布
志
市
文

化
会
館
に
て
「
第
６
回
志
布
志
市
社
会

福
祉
大
会
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
約

５
０
０
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

俵
踊
り
保
存
会
の
皆
様
に
よ
る
、「
俵
踊

り
」
に
よ
り
幕
を
開
け
た
大
会
で
は
、
は
じ

め
に
、
福
祉
に
対
し
功
労
が
あ
っ
た
方
々
へ

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
功
績
が
顕
著

で
あ
っ
た
民
生
委
員
児
童
委
員
、
地
域
の
福

祉
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
方
、
家
庭
に
お
い
て

献
身
的
に
介
護
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
方
、
福

祉
作
文
・
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
（
以

上
、
社
協
会
長
よ
り
表
彰
）、
歯
を
健
全
に
保

ち
80
歳
で
20
本
以
上
達
成
し
て
い
る
方
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
採
用
決
定
者

（
以
上
、
志
布
志
市
長
よ
り
表
彰
）
へ
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
状
、
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
被
表
彰
者
を
代
表
し
て
有
村
勉

さ
ん
が
「
日
頃
か
ら
私
ど
も
の
活
動
に
ご
協
力

頂
い
て
い
る
方
に
感
謝
し
ま
す
。今
後
さ
ら
に
、

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
い
た
す
こ
と
を
お
誓
い
い
た

し
ま
す
。」
と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
の
あ
と
の
作
文
朗
読
で
は
、「
第

６
回
志
布
志
市
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
お
い
て
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
３
作

品
の
朗
読
が
行
わ
れ
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に

作
文
を
読
む
声
に
、
来
場
者
の
皆
様
は
聴

き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。（
各
部
門
の
最

優
秀
賞
者
は
下
記
を
ご
覧
下
さ
い
。）

　
『
大
地
震
か
ら
家
族
を
救
う
方
法
～
東

日
本
大
震
災
・
現
地
の
取
材
を
ふ
ま
え
て

～
』
と
題
し
た
和
田
隆
昌
氏
に
よ
る
記
念

講
演
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

の
写
真
を
示
し
な
が
ら
大
地
震
発
生
後

の
大
津
波
か
ら
我
が
身
を
守
る
た
め
に

と
に
か
く
逃
げ
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ

い
て
、
ま
た
、
大
震
災
が
西
日
本
を
襲
う

こ
と
を
想
定
し
た
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。

志
布
志
市
も
沿
岸
部
に
面
し
て
お
り
、
大

津
波
に
対
す
る
防
災
意
識
が
今
ま
で
以

上
に
必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
、
ま
す
ま
す
、
志
布
志
市
の
福
祉

の
輪
が
広
が
る
よ
う
、
志
布
志
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
事
業
、
広
報
活
動
等
を
積
極

的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。引
き
続
き
、

市
民
の
皆
様
に
よ
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　※本大会にて表彰を受けられた方を紹介いたします。（敬称略）

福
祉
の
功
労
者
を
表
彰

元
気
い
っ
ぱ
い
の
作
文
朗
読
！

和
田
隆
昌
氏
に
よ
る
大
震
災
の
講
演

大
会
を
終
え
て
…

表彰を記念して写真撮影

元気いっぱいに作文を
朗読された上田真慈さん

（松山小学校　１年）(^O^)
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志
布
志
市
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
交
流
を
図
る
た
め
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
各
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
代
表
者
会
で
内
容
を
話
し
合
い
、
実
現

し
た
も
の
で
す
。「
大
き
く
し
た
ホ
ー
ル
ポ

ス
ト
に
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
し
た
ら
、
い
く
ら

で
も
募
金
を
し
て
い
い
こ
と
に
し
た
ら
？
」

と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
か
ら
、
そ
の
名
も
「
わ

く
わ
く
ホ
ー
ル
ど
ひ
こ
で
ん
募
金
」
箇
所

が
設
置
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
誘
っ
て

い
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
初
心
者

か
ら
熟
練
者
ま
で
、
総
計
１
１
４
名
が
秋

晴
れ
の
も
と
、
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
東
日
本
大
震

災
義
援
金
へ
１
３
、０
１
１
円
、
和
歌
山
県

台
風
12
号
災
害
義
援
金
へ
１
３
、０
１
０
円

を
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
頂
き
ま
し
た
。

温
か
い
志
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▪
募
金
額

 

・
東
日
本
大
震
災
義
援
金
と
し
て

１
３
、０
１
１
円

 

・
和
歌
山
県
台
風
12
号
災
害
義
援
金
と
し
て

１
３
、０
１
０
円

合
計　

２
６
、０
２
１
円

　

12
月
８
日
㈭
、
志
布
志
町
女
性
連
絡

協
議
会
の
協
力
員
の
方
々
約
60
名
程
が

参
加
さ
れ
て
、
志
布
志
町
内
に
お
住
ま

い
の
80
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
等
約
４
５
０
名
へ
ち
ら
し
寿
司
を
作

り
、
地
域
の
民
生
委
員
さ
ん
と
協
力
し

て
配
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
方
々
は
、
無
事
、
年
の
瀬
を

迎
え
ら
れ
る
事
と
、
温
か
い
ち
ら
し
寿
司

を
受
取
ら
れ
て
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

有
明
町
で
は
、
去
る
12
月
29
日
㈭
・

30
日
㈮
の
２
日
間
か
け
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
か
よ
し
の
皆
さ
ん
・
民
生
委
員
さ

ん
の
協
力
を
得
て
、
年
越
し
そ
ば
作
り

を
し
、
町
内
に
子
供
の
い
な
い
70
歳
以

上
の
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
２
２
８
名
の

方
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
お
届
け
致

し
ま
し
た
。

　

毎
年
、
そ
ば
の
実
（
川
﨑
龍
海
氏
）、

薬
味
葱
（
樽
口
キ
ク
エ
氏
）、
薬
味
ミ
カ

ン
（
小
宇
都
ユ
キ
エ
氏
）、
燃
料
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
（
藤
田
プ
ロ
パ
ン　

藤
田
勉
氏
）

の
提
供
に
よ
り
、
心
の
こ
も
っ
た
そ
ば

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

松
山
町
で
は
12
月
27
日
㈫
に
小
学
生
・

中
学
生
・
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
民
生

委
員
な
ど
約
50
人
の
方
々
が
参
加
し
、
70

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
へ
そ
ば

２
０
０
食
分
を
つ
く
り
ま
し
た
。
す
ば
ら

し
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
今
年
も
美
味
し

い
年
越
し
そ
ば
が
出
来
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
方
々
の
御
厚
意
と
協
力

に
感
謝
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の

絆
を
大
切
に

歳
末
年
越
し
事
業

　
今
回
は
、
干
し
大
根
に
つ
い
て
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
生
活
に
役
立
つ
様
々

な
情
報
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

知
り
た
い
情
報
、
質
問
等
あ
り
ま
し
た
ら
、

社
協
各
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

志
布
志
町
八
野
地
区
は
、作
物
に
と
っ

て
最
適
な
畑
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

早
速
、
取
材
交
渉
す
る
と
「
で
こ
ん
に
、

聞
い
て
よ
か
か
、
た
ん
ね
ん
み
よ
っ
」
と

洒
落
た
返
し
。「
こ
の
大
根
は
大
体
、
十
日

も
す
れ
ば
、
漬
物
に
し
て
食
べ
れ
る
よ
う

に
な
る
よ
。
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
切
。」
出
来

上
が
り
を
試
食
、
い
つ
も
食
べ
て
る
も
の

と
は
違
っ
て
す
ご
く
う
ま
い
。
ご
は
ん
が

欲
し
く
な
っ
た
が
、
さ
す
が
に
我
慢
し
た
。

　

す
る
と
、
居
合
わ
せ
た
徳
重
さ
ん
が

「
ナ
バ
（
し
い
た
け
）
を
見
ぃ
け
い
っ

か
？
」
と
あ
り
が
た
い
お
言
葉
。
広
い

敷
地
に
椎
茸
の
原
木
が
ず
ら
り
。
今
度
、

潤
ヶ
野
小
学
校
で
原
木
へ
の
菌
打
ち
体

験
を
実
施
さ
れ
た
。
ま
さ
に
食
育
だ
。

前
向
き
な
地
域
に
疑
問
符
を
も
つ
と
、

「
あ
た
い
ま
え
よ
」
と
反
論
さ
れ
る
の

は
当
然
で
あ
る
。
勉
強
に
な
っ
た
。

（
取
材
協
力
者:

池
村
さ
ん
ご
夫
妻
、
徳

重
さ
ん:

お
忙
し
い
と
こ
ろ
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。）

よ
く
い
や
ん
せ

まっ今
回
の
特
集
　『
干
し
大
根
』

志
布
志
地
区

松
山
地
区

有
明
地
区
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今
回
は
、
今
ま
で
訪
問
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
サ
ロ
ン
の
中
で
、
心
に
残
っ

て
い
る
こ
と
や
伝
え
き
れ
な
か
っ
た

こ
と
を
、「
サ
ロ
ン
こ
ぼ
れ
話
」
と
し

て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
前
、
合
同
で
行
な
わ
れ
た
弓
里
・

天
神
サ
ロ
ン
の
志
布
志
歴
史
地
区
史
跡

巡
り
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

志
布
志
に
長
い
間
住
ん
で
い
て
も
ど

の
よ
う
な
史
跡
が
ど
こ
に
あ
る
か
な
ど
、

知
る
機
会
が
な
か
っ
た
人
も
、
史
跡
巡

り
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
担

当
者
か
ら
の
説
明
に
う
な
づ
き
、
メ
モ

を
片
手
に
足
取
り
も
軽
や
か
に
、
少
し

だ
け
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
時
間
を
楽

し
ん
で
い
る
姿
も
嬉
し
げ
で
し
た
。

　

日
頃
は
自
分
の
生
活
圏
内
で
の
サ
ロ
ン

を
出
て
、
時
に
は
場
所
を
変
え
て
他
の
サ

ロ
ン
と
交
流
が
あ
る
と
、
人
の
輪
が
広
が

る
機
会
に
も
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
サ
ロ
ン
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
を
も
ら
い
な
が
ら
、
月
１
回
開
催

を
し
て
い
ま
す
。
サ
ロ
ン
へ
の
誘
い
方

や
、
参
加
者
同
士
で
連
絡
を
取
り
合
っ

て
参
加
す
る
サ
ロ
ン
な
ど
、
地
域
の
特

性
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

地
域
で
の
交
流
を
広
げ
る
取
り
組
み

を
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
も
多
様
な
刺

激
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
サ
ロ

ン
も
あ
り
ま
し
た
。
日
常
生
活
で
も
、

学
ん
だ
こ
と
を
取
り
入
れ
て
大
き
く
身

体
を
動
か
し
、
頭
脳
の
刺
激
も
忘
れ
ず

に
過
ご
し
た
い
で
す
ね
。

　

現
在
サ
ロ
ン
活
動
を
さ
れ
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
更
な
る
資
質
向
上
を
目

的
に
、
各
町
で
研
修
に
行
き
ま
し
た
。

　

志
布
志
町
は
11
月
９
日
（
水
）
に
肝

付
町
へ
行
き
、
肝
付
町
の
サ
ロ
ン
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
有
意
義
な
意
見

交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
の
サ
ロ
ン
運
営
で
の
良
い
刺
激
に

な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

有
明
町
で
は
、
11
月
11
日
（
金
）
に
、

南
大
隅
町
に
て
サ
ロ
ン
研
修
を
行
な
い

ま
し
た
。

　

初
め
に
、
南
大
隅
町
社
会
福
祉
協
議

会
で
、
サ
ロ
ン
の
現
状
説
明
を
受
け
、

サ
ロ
ン
見
学
で
は
「
や
す
ら
ぎ
会
」
に

参
加
し
、
ゲ
ー
ム
や
紙
芝
居
な
ど
交
流

を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
松
山
町
は
次
号
掲
載
し
ま
す
。

　

志
布
志
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
サ
ロ
ン
に
興
味
を
お
持

ち
の
方
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
で
き
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

お
近
く
の
サ
ロ
ン
へ
寄
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
志
布
志
市
内

の
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

を
市
民
編
集
員“
有
馬
ケ
イ
子
さ
ん
”

の
取
材
の
元
、
紹
介
い
た
し
ま
す
。

サ
ロ
ン
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

お
知
ら
せ

～
問
い
合
わ
せ
先
～

 

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

 

志
布
志
本
所  

☎（
４
７
２
）１
８
０
０

 

有
明
支
所  

☎（
４
７
４
）０
３
１
０

 

松
山
支
所  

☎（
４
８
７
）２
０
０
１

住み慣れた町にも
あたらしい発見がありました！

担当者の説明にみなさん
興味深々に聞いてました。

※
お
詫
び

　

第
35
号
に
掲
載
し
ま
し
た
弓
場
ヶ
尾

サ
ロ
ン
の
紹
介
写
真
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
の

で
、
左
の
と
お
り
正
し
い
写
真
を
載
せ

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ご連絡待ってま〜す 。（^O^）。
平和サロンのボランティアの方々。
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12
月
12
日
（
月
）、
松
山
町
の
泰
野
小
学

校
で
３
・
４
・
６
年
生
を
対
象
に
、
”
バ
リ
ア

フ
リ
ー
体
験
“
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
車

イ
ス
や
ア
イ
マ
ス
ク
、
妊
婦
・
高
齢
者
体
験

を
実
際
に
装
具
を
着
用
し
、
体
感
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
認
知
症
に
関
心
が
高
ま
る
今
日
、

認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
地
域
の
皆

で
深
め
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
達
へ
も
認
知
症
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、今
回
、「
認
知
症
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
」

を
体
験
メ
ニ
ュ
ー
に
追
加
し
ま
し
た
。

　

川
上
み
ゆ
き
さ
ん
に
よ
る
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
で
は
、
夕
飯
を
食
べ
た
ば
か
り
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
「
夕
飯
は
ま
だ
か
い
？
」
の
セ
リ
フ

に
児
童
は
声
を
出
し
て
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

認
知
症
の
方
を
地
域
で
見
守
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

12
月
18
日
（
日
）、
地
区
社
協
と
福
祉
女

性
部
が
協
働
し
て
、
食
育
を
テ
ー
マ
に
し
た

「
そ
ば
づ
く
り
」
を
実
施
し
、
種
ま
き
・
刈

り
取
り
・
脱
穀
・
そ
ば
打
ち
の
一
連
を
す
べ

て
地
区
民
の
手
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

先
日
の
冬
の
ふ
れ
あ
い
会
で
、
そ
ば
打
ち
を

体
験
し
、
幼
児
か
ら
中
学
生
・
親
・
地
区
民
が

多
数
集
ま
り
、
地
域
の
そ
ば
打
ち
名
人
か
ら
十

割
そ
ば
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
み
ん
な
で
試
食

し
終
始
な
ご
や
か
な
昼
食
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
そ
ば
づ
く
り
は
、
子
ど
も
達
へ
の
食
を

育
み
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
今

後
若
い
世
代
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
地
区
を
盛
り

上
げ
て
い
く
良
い
機
会
づ
く
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
福
祉
女
性
部
で
は
、
高
齢
者
へ
の

身
近
な
環
境
に
つ
い
て
も
考
え
て
お
り
、
具

体
的
な
話
し
合
い
を
設
け
て
い
く
予
定
で
す
。

〜
地
域
福
祉
推
進
事
業
〜

泰
野
小
学
校
で
認
知
症
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
！

〜
松
山
町
泰
野
地
区
〜

そ
ば
づ
く
り
で
地
域
づ
く
り

〜
志
布
志
町
帖
五
区
地
区
〜

　

暖
か
な
陽
気
に
恵
ま
れ
た
11
月
25
日

（
金
）
に
一
人
で
外
出
が
難
し
い
重
度

の
視
覚
・
下
肢
障
が
い
を
持
つ
方
々
と
、

そ
の
付
き
添
い
の
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
方
、
14
名
が
参
加
し
て
、
最
近
オ
ー

プ
ン
し
た
志
布
志
湾
大
黒
イ
ル
カ
ラ
ン

ド
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

イ
ル
カ
ラ
ン
ド
は
、
車
椅
子
で
も
見

学
で
き
る
よ
う
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

な
っ
て
お
り
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
に

も
利
用
し
や
す
い
施
設
で
し
た
。
海
を

間
近
に
迫
力
満
点
の
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
や

ペ
ン
ギ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
様
々
な
催
し
物

を
見
学
さ
れ
海
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
満

喫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
隣
接
さ
れ
て
い
る
新
鮮
館

で
は
、
店
内
を
ゆ
っ
く
り
散
策
さ
れ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

海
を
背
景
に
し
た
場
所
で
の
昼
食
は

会
話
も
弾
み
賑
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご

さ
れ
ま
し
た
。

　

帰
り
に
、
白
砂
青
松
の
志
布
志
湾
、

更
に
志
布
志
の
町
や
大
隅
半
島
一
帯
を

眺
望
で
き
る
景
勝
地
で
あ
る
国
際
の
森

に
立
ち
寄
り
良
き
思
い
出
に
な
っ
た
よ

う
で
し
た
。『
ま
た
来
年
も
是
非
、
参
加

し
た
い
か
ら
連
絡
下
さ
い
。』『
今
日
は
、

身
近
な
所
で
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。』
な
ど
と
口
を
揃
え
て
笑

顔
で
来
年
の
再
会
を
誓
い
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。

平
成
23
年
度
　
障
が
い
者
戸
外
ふ
れ
あ
い
の
一
日

みんなで記念撮影！

正しい理解の基、認知症の方を
地域で見守ることが住みよい
まちづくりにつながります。

志布志のまちを一望しました！

パネルシアターを披露される
川上みゆきさん

そば作りに一生懸命！

美味しくいただきました！！

　

私
達
の
住
む
ま
ち
（
地
域
）
の
良
い
と
こ
ろ
や
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
知
り
、
笑
顔
で

住
み
よ
い
地
域
に
し
て
い
く
た
め
、
市
内
の
３
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
指
定
し
、
地

域
福
祉
推
進
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
２
地
区
の
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
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介
護
者
の
寄
り
合
い
ど
こ
ろ
が

で
き
ま
し
た
！

　

介
護
者
同
士
が
と
も
に
集
い
、

介
護
方
法
の
悩
み
、
要
介
護
者
と

関
わ
っ
て
い
く
中
で
の
、
心
の
葛

藤
な
ど
を
打
ち
明
け
あ
い
、
経
験

や
情
報
を
共
感
・
共
有
す
る
場
で

す
。

　

介
護
を
し
て
い
る
人
に
し
か
分

か
ら
な
い
事
っ
て
あ
り
ま
す
よ

ね
？

　

介
護
を
行
な
っ
て
い
る
方
、
誰

で
も
、
気
軽
に
、
参
加
で
き
る
場

所
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
活

動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

次
回
開
催
は
、
３
月
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
お
茶
で
も
飲
み
な
が

ら
、
ま
っ
た
り
語
り
ま
し
ょ
う
。

　

参
加
希
望
者
の
方
は
、
志
布
志

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
事
前
に
お

電
話
に
て
参
加
す
る
旨
、
伝
え
て

頂
け
れ
ば
、
お
茶
の
準
備
を
致
し

ま
す
♪

子
育
て
サ
ロ
ン
っ
て
？

　

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
を
抱
え

な
が
ら
、
誰
に
打
ち
明
け
て
い
い

の
か
分
か
ら
な
い
‥
‥
。

　

で
も
、
同
じ
立
場
で
悩
み
や
不

安
を
抱
え
て
い
る
者
同
士
だ
っ
た

ら
気
軽
に
話
し
合
え
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
ん
な
、
親
子
の
集
い
の

場
を
提
供
す
る
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
子
育
て
サ
ロ
ン:

ど

ん
ぐ
り
の
会
」
と
合
同
開
催
し
、

親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
し

ま
し
た
。

　

親
子
み
ん
な
で
３
Ｂ
体
操
を
楽

し
ん
だ
後
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
ク

リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら

い
、
終
始
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

サ
ロ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
こ
の
よ
う
な
子
育
て
サ
ロ

ン
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

地
域
を
、
親
子
の
笑
顔
で
い
っ

ぱ
い
に
し
た
い
か
ら
‥
‥

誰
で
も
、

気
軽
に
、
参
加
♪

自
由
に
、
楽
し
く
、

子
育
て
サ
ロ
ン

　

12
月
10
日
㈯
、
志
布
志
市
役
所
前
多
目
的
広
場

で
、
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
主
催
に
よ
り
「
歳
末

た
す
け
あ
い
運
動
」
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
13
チ
ー
ム
、
66
名
の
参
加
が
あ
り
、
白
熱
し
た

勝
負
が
行
な
わ
れ
た
Ａ
リ
ー
グ
と
笑
い
を
交
え
勝

負
に
こ
だ
わ
ら
な
い
Ｂ
リ
ー
グ
に
分
か
れ
、
プ
レ
ー

を
し
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
お
寄
せ
頂
い
た
善
意
は
共
同
募
金
志

布
志
市
支
会
へ
募
金
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▪
募
金
額

　

・
赤
い
羽
根
共
同
募
金
と
し
て�

２
０
、０
０
０
円

　

・
東
日
本
大
震
災
義
援
金
と
し
て�

６
、０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

合
計　

２
６
、０
０
０
円

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
！

みんなが笑顔になる為に…　わたしたちのサロン
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第
3
6
号
 2
0
1
2
.1

東
日
本
大
震
災
義
援
金

心配ごとがありましたら… 相談内容等の秘密は厳守します。ぜひ、
お越し下さい。なお、相談料は頂きません。〜金銭、年金、家族、住宅、ご近所トラブルなど〜

２月 ･３月の日程

●：志布志地区 472-1800
　　（健康ふれあいプラザ内）
●：松山地区　 487-2001
　　（老人福祉センター内）
●：有明地区　 474-0310
　　（市民センター内）

相談時間
10：00〜15：00※日程は変更になる場合があります。右記までお気軽にお問合せ下さい。

　

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
福
祉
川
柳
・
短

歌
・
俳
句
を
通
じ
て
、
今
以

上
に
幅
広
い
年
齢
層
の
市
民

に
福
祉
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
い
、
広
く
福
祉
に
興
味
を

持
っ
て
頂
き
た
く
、
募
集
い

た
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
募

集
要
項
に
て
ご
応
募
下
さ
い
。

ま
た
、
投
稿
総
数
に
応
じ
て
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
応
募
方
法

　
・�

氏
名
又
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
、

町
名
を
記
入

　
・
一
人
二
作
品
ま
で

　
・�

ハ
ガ
キ
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル

　
※�

電
話
に
よ
る
応
募
は
致

し
ま
せ
ん
。

○
応
募
締
切

　
平
成
24
年
２
月
19
日
㈰
ま
で

○
掲
載
に
つ
い
て

　
・
平
成
24
年
３
月
26
日
発
行

　

�「
さ
さ
え
あ
い
」
第
37
号
に

掲
載
予
定

『
ふ
く
し
川
柳
・

短
歌
・
俳
句
』

募
集
し
ま
す
。

〒 899-7103
志布志町志布志 3222-1
TEL：472-1800
FAX：472-1593
E-mail：
info@shibushi-syakyo.jp

志布志市
社会福祉協議会

（志布志市健康ふれあいプラザ内）

　

次
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
の
お

礼
に
か
え
て
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
頂
き
ま
し
た
ご
寄

附
は
、
志
布
志
市
の
地
域
福
祉
向

上
の
た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
平
成
23
年
11
月
1
日
か
ら

平
成
23
年
12
月
31
日
ま
で
）

自
治
会
名　

寄
附
者
名　

物
故
者
名

（
敬
称
略
）

森　

山　

結
城　

悟　

故
ハ
ル
カ

六
月
坂　
濱
田
昭
一
郎　

故
一
子

福
島
渡
り　
下
出
敬
太
郎　

故
博

香　

月　

西
元
浩
己　

故
ミ
チ
子

上
宮
内　
外
岩
戸
昌
次　

故
ツ
タ

南
大
原　
領
家
ツ
ル
エ　

故
豊
二

六
月
坂　

川
野
愛
吉　

故
冨
子

若　

宮　

山
村
又
男　

故
ヤ
ウ
子

大　

原　

北
園
佳
彦　

故
ヤ
ヱ

北
大
原　
又
木
サ
エ
子　

故
哲
也

松
波
住
宅　
溝
口
順
太
郎　

故
ア
ヤ
子

曲　

瀬　
中
曲
瀬
利
文　

故
フ
ミ
子

夏　

井　
伊
知
地
ミ
ツ
ル　

故
繁
雄

下
東
谷　
村
岡
喜
美
子　

故
迫　

林

中
大
黒
２
丁
目　

岩
本
タ
エ　

故
末
田
ミ
ツ
子

天　

神　

下
田
敦
子　

故
ス
ミ
エ

大　

迫　

髙
吉
影
昭　

故
影
光

山　

重　

﨑
田
ミ
ヱ　

故
一
義

鹿
児
島
市　

井
出
俊
郎　

故
寅
吉

馬　

場　

坂
口
廣
二　

故
ミ
ツ
子

春　

日　

安
水　

忍　

故
タ
ツ
エ

普
現
堂　

堂
添
麗
子　

故
司

水
ノ
谷　

水
口
秀
実　

故
ハ
ツ
エ

宮　

塩　

宮
谷
芳
男　

故
ト
キ
エ

片　

平　

宮
路
瑞
子　

故
洋
一

東
原
中　

垣
内
道
治　

故
セ
ツ

黒　

葛　

田
浦
康
浩　

故
チ
ル

通　

山　

松
下
一
男　

故
ミ
サ

蓬
原
中
野　
新
屋
ツ
ヤ
子　

故
春
美

川　

路　

和
佐
福
吉　

故
惠
美
子

曲　
　
　

留
岡
正
明　

故
一
雄

川　

西　

田
口
順
一　

故
義
夫

東
野
久
尾　

川
島
ツ
ヤ　

故
逸
郎

な
の
は
な
団
地　
北
村
ヒ
ロ
子　

故
正
也

宮
田
上　

早
﨑
信
吉　

故
ヒ
サ

前　

田　
浮
牟
田
範
男　

故
横
井
ミ
ツ
エ

　

次
の
事
業
所
・
団
体
・
個
人
の

方
々
よ
り
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
有
意

義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

・
鳥
井
下　

野
崎
安
治マッ

サ
ー
ジ
機

・
匿
名　

タ
オ
ル
多
数

（
11
月
12
日
～
1
月
18
日
受
付
分
）

　

合
計
金
額
：
45
万
１
、４
９
５
円

・�

志
布
志
市
Vo
の
集
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

・
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン　

ケ
ン
ジ

・
若
潮
酒
造
株
式
会
社
（
新
酒
祭
り
）

・
第
６
回
志
布
志
市
社
会
福
祉
大
会
義
援
金
箱

・
志
布
志
市
商
工
会
女
性
部

・
鹿
児
島
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
in
大
隅

・
前
川
清
流
会

・
歳
末
た
す
け
あ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
GB

・�

志
布
志
市
立
出
水
中
学
校
文
化
祭　

２
年
２
組
収
益
金

・�

志
布
志
市
立
出
水
中
学
校
文
化
祭　

生
徒
会
収
益
金

・
サ
ン
ポ
ー
ト
し
ぶ
し
ア
ピ
ア

・�

匿
名

・�

健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
義
援
金
箱

・
福
岡
國
博

・
そ
お
地
区
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

・
三
七
十
庵

・
有
明
小
学
校
５
年
生

・
株
式
会
社 

蓬
の
郷

・
匿
名

・
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
義
援
金
箱

・
や
っ
ち
く
秋
の
陣
ま
つ
り
義
援
金
箱

・
や
っ
ち
く
松
山
藩

・
匿
名
（
１
名
）

（
３
月
14
日
～
1
月
18
日
受
付
分
）

　

こ
れ
ま
で
の
合
計
金
額
：

１
０
８
６
万
３
、５
６
４
円

志
布
志
地
区
受
付

有
明
地
区
受
付

松
山
地
区
受
付

松
山
地
区

松
山
地
区

有
明
地
区

志
布
志
地
区

※
お
詫
び

第
35
号
「
香
典
返
し
寄
附
金
」
に
つ
い

て
、
志
布
志
地
区
受
付
の
『
中
之
内

　

石
神
吉
成　

故
洋
子
』
と
掲
載
を
し

ま
し
た
が
、
有
明
地
区
で
既
に
受
付
を

し
て
お
り
、
二
重
掲
載
及
び
、
自
治
会

名
を
誤
っ
て
お
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
、
有
明
地
区
受
付
の
、『
中

山
之
口　

石
神
吉
成　

故
洋
子
』で
す
。

訂
正
を
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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